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ヒ ト羊膜上皮細胞 にお けるactivirlA産 生
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【背 景 と目的】近年、activhlAが 種 々の組織 で炎症や創傷治癒 に関与 して いることが報告 され てい

る。このため、絨毛膜羊膜炎 で羊水中の濃度 が増加することが報告 されているTNF一 α添加 時のactivillA

産生 を検討 した。

【方法】院 内臨床試験審査委員会の承認の下 で、内科合併症、前期 破水及 び胎 児異常 を認 めな い妊婦

よ り、 イン フォー ム ド ・コンセン トを得て、満期の予定帝王切 開時に卵膜 を採取 し、Okitaら の方法

に基 づき羊膜上皮細 胞 を得 た。 培養細胞 にTNF一 αを添加 し、illhibhVactivil1βAmRNA発 現 量を

quantitativePCRに よ り、activillA蛋 白産生量 をELISAに よ り測定 した。

【結 果 】(1)TNF一 α(hlg/ml>添 加 に よ り、 時 間 依 存 的 なactivillA産 生 の 増 加 を 認 め た 。 培 養48-

96時 間 で は 、 培 養 液 中 のactivhlA濃 度 は 、 対 照 群 に 比 べ 有 意 に 高 値 で あ っ た 、TNF一 α(1119/ml)

添 加48時 間 後 のillhibin/activil1βAmRNA発 現 量 は 対 照 群 に 比 べ 有 意 に増 加 し た 。(2)TNF一 α(o.1-

3.Ong/lnl)添 加 後48時 間 の 培 養 で 、 用 量 依 存 的 なactivillA産 生 の 増 加 を 認 あ た 。(3>TNF一 α と 抗

TNF一 α 抗 体 の 同 時 添 加 に よ り、TNF一 α に よ り増 加 し たactivil/A産 生 を 抗TNF一 α抗 体 は 用 量 依 存 的

に 抑 制 し た 。

【考察}絨 毛膜羊膜炎 の羊水で報告 されている濃度域 のTNF一 αが ヒ ト羊膜上皮初代培養細胞のactivhl

A産 生 を促進 した。ActivillAが 絨毛膜羊 膜炎に関与 してい る可能性 が推測 され た、
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